
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 研究の動機 

  春の暖かい時期に咲くと思っていたタンポポが、冬の寒い時期に咲いているのを見て驚き、タン

ポポについて興味をもち、調べることにした。 

 

２ 研究の方法 

(1) タンポポの花を分解しながら調べ、在来タンポポと外来タンポポを比較し、違いを調べる。 

(2) タンポポの一日の様子を観察し、花はいつ咲くのか、寝ることはあるかなどを調べる。 

(3) 自分の住む町のタンポポを調査し、タンポポの咲く場所、タンポポの種類を調べる。 

(4) タンポポの葉の形に違いはあるのか調べる。 

 

３ 研究の結果 

(1)   タンポポの花、綿毛を分解して調べてみたところ、花は外側のほうが早く開き、中心部分  

は開いてないものが多かった。綿毛の数は、「花托
か た く

」の数と同じであった。外来タンポポの

種は大きさがそろっていて、在来タンポポは「粃
しいな

」という種のできない実があり、大きさ

が不ぞろいであった。在来タンポポは総苞は反り返らず、外来タンポポは総苞が反り返ると

いう違いがあった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

優秀賞 

 

タンポポのけんきゅう 

～はな・わたげのとくちょう～ ～ぼくのまちのタンポポのぶんぷ～ 
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【タンポポの花びらを分解して調べた様子】 【在来タンポポと外来タンポポの花の比較】 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) タンポポの一日の様子を観察した。晴れた日には、明るくなると花が開き始め、日が当た

り気温が上がると、一気に開いた。薄暗くなると、花は閉じた。夜も閉じていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 家の周りの

タンポポを調査

し、在来タンポ

ポを赤いシール、

外来タンポポを

黄色シール、シ

ロバナタンポポ

を白いシールで

地図上に記録し

ていった。その

結果、外来タン

ポポが多く生え

ていたことがわ

かった。しかし、

【在来タンポポ、外来タンポポの総苞や花、綿毛の数や花のつくりの比較】 

【タンポポの一日の様子を 5:30～18:30まで 30分または１時間おきに記録】 

【自分が住む町のタンポポの種類を調査】 



在来タンポポ、シロバ

ナタンポポも見られた。

大きな道路沿いや整備 

された公園には、外来

タンポポが群生してい

た。また、コンクリー

トの隙間などにもタン

ポポが生えていること

がわかった。 

 

 

 

 

 

(4) タンポポの葉の形は、ギザ

ギザでサメのような形や、先

が丸いものまでいろいろあっ

た。色も、黄緑色からほうれ

ん草のように茎の部分が真っ

赤なものまでいろいろあった。 

葉の形だけを見て、在来タ

ンポポと外来タンポポを見分

けることはできなかった。群

生している外来タンポポの葉

の形はほとんど同じであった。 

 

４ 研究のまとめと感想 

今まで一つの花だと思っていたタンポポは、たくさんの小さな花の集まりであった。「総苞」の

形によって、在来タンポポと外来タンポポを区別することはできるが、葉の形では見分けられない

ことがわかった。 

家の周りには、外来タンポポが多かったが、在来タンポポやシロバナタンポポも見られた。外来

タンポポは群生して咲いていた。 

今回、在来タンポポとして数えたタンポポの多くは、外来タンポポがたくさん生えているところ

であったことから、雑種である可能性が高いと思われる。今後、タンポポを種から育ててみたり、

DNAを調べたりしたい。 

 

５ 指導と助言 

  タンポポの花を分解して、種類ごとに比較しているところがよい。咲いていた花の種類と分布を

地図に書き込んだり、写真や表を多く使ったりして、わかりやすくまとめられている。 

 

（指導者 布施田 実千子） 

【場所ごとに咲いていたタンポポの数と種類をまとめた表】 

【押し花にしたタンポポの葉】 【いろいろなタンポポの葉の写真】 


